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福岡県の筑豊けい砂鉱床
原田種成＊高井保明＊
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Abstract

　　　The　silica　sand　deposits　lie　in　the　Chikuho　are＆，Fukuoka　Prefecture，which　is　located

to　the　south　of　Tagawa　City．

　　　The　Chikuho　area　is　underlain　gener＆lly　by　the　fbllowing　groups：

　　　Qμatemary’

　　　The　silica　sand　deposits　in　this　area　are　fbund　in　Oyake　Formation．The　silica　sand　ores

consist　of　sand　part（70～85％）and　clay　part（25～15％）．

　　　The　sand．part　is　composed．mainly　of　rounded　quartz　grains，and　the　clay　part　is　com－

posed　of　Kaolinite・

　　　Grain　size　distribution　ofthe　sand　p乞rt　ofores　ranges£rom20to48mesh。

　　　The　chemical　composition　ofthe　concentrated　ores　is　as　fbllows：

　　　Sio2　　　　　　　　　　　　　　　　92～98％

　　　Al203　　　　　　　　　　　L28～2．玉7％

　　　Fe203　　　　　　　　　　　　　0．11～0．13％

　　　The　ore　reserves　ofsilica　sand　in　this　area　are　estimated　at　about3，920，000tons．

要　　旨

　筑豊けい砂鉱床は，福岡県筑豊（田川）地方に分布し

ているものである．

　当地方の地質は，次のように構成されている．

　　　　　　　層序表（長尾，1g26）

　第四紀層

繋懸｛纂
　　　　　　　　　　　　のおがた　　　　　　　　　　　　　　おおやけ
　けい砂鉱床は，古第三紀直方層群の下部にある大焼層

の砂岩帯に，胚胎しているものである．主要鉱床は，地

＊九州出張所

質構造に支配され，N20－30。W方向に発達分布し，傾斜

は10－300Eを示している．

　鉱石は石英粒を主とし，長石類，磁鉄鉱，雲母その他

の岩石片からなり，砂粒70－80％粘土（細砂，シルトを含

む）15－30％で構成されている．砂粒は亜角礫ないし角

礫状で，磨耗度は低い．粘土は黄褐色を呈し，カオリン

を主としている．品位は鉱床により多少の差が見られ

る．

　例

川崎鉱床

　Sio2

　Al203

　Fe203

安宅鉱床

（原鉱14メッシュ）

　　98．00％

　　1．29％

　　0．11％

（原鉱14メッシュ）

鉱床平均品位

〃
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　Sio2

　AI203

　Fe203

位登鉱床

　Sio2

　AI203

　Fe203

地質調査所月報（第25巻第7号）

　97。50％

　　2。17％

　　0。13％

（原鉱14メッシュ）　鉱床平均品位

　92．00％

　　1．28％

　　0．12％

調査地域の推定可採鉱量（けい砂精鉱量として）は約

392万トンである．

ま　え　が　き

　わが国の天然けい砂産地の一つとして，福岡県下の筑

豊けい砂（別名田川けい砂）があげられる．筑豊けい砂

の採掘は，昭和13年頃からといわれている．けい砂の生

産量が月産1，000トン以上になったのは，昭和40年代に

なってからで，最近は月産7，000トンを超える生産量と

なっている．

　筑豊けい砂は，主として鋳物砂として出荷されていた

が，最近は板ガラスの原料として，その利用度が増大し

てきた．そのため鉱山側も，近代設備をした選鉱場を持

ち，品質管理を重視するようになった．

　筑豊けい砂は，筑豊炭田を構成している古第三紀直方
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層群の大焼層下部砂岩帯に胚胎しているものである．

鉱床の主な分布地は，南から北へ，枡田，中元寺，安

宅，添田，川崎，位登，上山田などがあげられ，現在，

枡田，中元寺および位登で採掘されている．

　この調査にあたり，東邦金属株式会社田川鉱業所およ

び筑豊珪石株式会社のご協力を得たので，ここに謝意を

表する次第である．

1・位置およぴ交通

調査地は，福岡県田川市後藤寺を中心に，南は川崎町

枡田，西は山田市上山田周辺におよぶ地域である．後藤

寺を中心に，鉄道およびバスが発達し，交通は至便であ

る．

b
稲岡市

　　　　　屡
　　　　　　　司市

　直方市　　　　行橋市

飯塚市　』

山田市
調査地

〆

oL一＿一＿一km

第1図　筑豊地区のけい砂（精鉱）生産量の推移

　　　　資料騰灘会

第2図　　位　　置　　図

福岡市塑殿專塾川崎塾添田塵枡田

　　2㎞／
　　位登
　　／
10㎞／
上山田

4．5㎞　　　3㎞

　安宅　　中元寺

2．地　　形・

　田川市を中心に，国鉄添田線の東側には古生層と花南

岩とからなる標高300m以上の山地が連なっている．西

側は彦山川，中元寺川が北北西に流れ，この間に標高

100m前後の丘陵性山地と，沖積平地が分布している．

上山田地区は，後藤寺から南西へ約12kmの位置にあ

り，この間に標高100－200mの花南岩からなる山地が北

北西に延びている。
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一般に古生層と花闘岩からなる地域は，　300m以上の

山地となり，古第三紀層の分布する地域は，　200m以下

の山地が多い。また一部地域には第四系の凝灰質火山灰

の堆積したところもあり，ここでは浸食作用のため，急

な地形をなしそいるところもある．

3．地質概説

調査地域には，古生層，花南岩，古第三紀層および第

四紀層が分布している．古生層と花南岩は調査地の基盤

岩で，古第三紀層は筑豊炭田地帯を構成しているもので

ある．

　古第三紀層は，大略北北西から南南東に走り，一般的

には東傾斜であるが，東端では向斜構造を呈し西傾斜と

なり，基盤岩とは断層関係で接触している．

　3．1古生層（田川変成岩）

　本層は軽度の広域変成や熱変成作用を受けた千枚岩・
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　　第3図　大焼層の分布と鉱床位置図

（九州炭鉱技術連盟編，1965：筑豊炭田田川地区地質図より）
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雲母片岩・けい岩・砂岩および石灰岩などからなり，筑

豊地域では最古の地層である．石灰岩の一部は，セメン

ト原料として開発されている．

　3．2花嵩岩
花闊岩は第3図に示すように，かなり広い地域に分布

している．けい砂鉱床に接している花陶岩は，調査地の

西部に分布するもので，径5mm前後の正長石と石英粒

をもつ優白色を呈する粗粒黒雲母花商岩である．

一般に花闘岩の露出面は，風化作用のため，いわゆる

rマサ」状になっている部分が多い．

　3．3古第三紀層（含けい砂鉱床）

本層は，わが国有数の炭田である筑豊炭田を構成して

いる地層である．

　　　　　　層序表（長尾・1926）

第四紀層

直方層群は，筑豊炭田下部來炭層で，下から大焼層，

三尺五尺層，竹谷層および上石層に分けられる．本報告

に関係ある地層は，下部大焼層であるので，本層以外の

層については省略する．

大焼層は上部砂岩頁岩互層帯，中部來炭層帯および下

部砂岩帯の3帯に分けられ，垂直的にも水平的にも岩相

の変化が激しい．層厚は南部で厚く，北部に進むにつ

れ，全体の厚さを減じてくる．この現象は炭層，けい砂

鉱床の発達にも関係がある。すなわち，炭層もけい砂層

も南部ほど発達が良好で，北進するほど悪化している．

　3・4第四系
洪積層は，添田町，川崎町，真崎町および位登町周辺

にかけて，段丘性砂礫粘土層として分布している．本層

の礫は，輝石安山岩の礫を主体とする場合が多く，川崎

町大田では，径50cmに達する巨礫も見られるが，一

般には10cm前後のものが多い．

　添田町灰田から川崎町真崎一帯に，火山灰を主体とす

る層が分布している．本層は阿蘇熔結凝灰岩の一部とい

われ，暗黒～暗灰色を呈している．

　沖積層は彦山川，中元寺川の流域に広く発達し，主と

して水田地帯を形成している．

稀 炭層査
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飯塚市
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0

田川尺ナシ層

臭石層

　大焼層
（三尺五尺層）

砂管入砂岩

芳谷層

天井ナシ層

菱新駅躍

基盤帯

地質柱状図（田川地区の大焼層）

　×印はけい砂胚胎位置

∠

×

位登

田川市

×

川崎

4．鉱　床

川崎町

けい砂鉱床を胚胎している大焼層は，南は添田町枡田

　　　　　　×
　　　　　　添田　　　　　×　山田市　　安宅
×ノ

上山田　　　　　　　X中元寺

　　　　　　　X／

5㎞

第5図鉱床位置図

から，北は直方市北部に至るまで，直方層群の最下部層

として分布している．本層には，8－10層の石炭層が挟在

され，大小多数の炭坑があって，稼行されたおもな地域

は，川崎町・添田町およぴ山田市付近である．おもな炭

層は上から臭石層，大焼三尺五尺層，芳の谷層，天井無
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し層，新五尺層および砂界層などである．これらの炭層

は，大焼層下部の砂岩帯より上位に位置しているもの

で，良好なけい砂鉱床は，主として砂界層以下に集中

し，しかもその範囲は，田川市後藤寺以南に分布してい

る．

　けい砂鉱床のよく発達している地域をあげると次の6

地区になる．

中元寺地区

添田地区

安宅地区

川崎地区

位登地区

上山田地区

添田町枡田～中元寺～灰田

添田町西添田真木～川崎町上真崎

川崎町下真崎～安宅

川崎町太田～川崎中学校周辺

田川市上位登

山田市上山田大隈谷一帯

　これら6地区のうち，添田，中元寺，安宅および上山

田の4地区の基盤は花商岩からなり，位登地区と川崎地

区の一部の基盤は古生層の田川変成岩である．

　4。1中元寺鉱床
　筑豊けい砂鉱床帯の最南部に位置し，枡田から中元寺

の間に分布している．

　基盤は花闇岩からなり，鉱床は走向N20－40。W，傾斜

20－45Q　Eを示している．枡田側は山の陵線が，ほぼ南北

方向に走り，主要鉱床は2層ある．中元寺側は山の陵線

が，北北西に走り，下層鉱床の傾斜面が山地の傾斜面とほ

二〇｝

　十　　”｝

十
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　＋　　　　　中
　　　　　　元
　　　　　　寺

　　　十　　ぐ＝・

中元寺鉱床
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十　・
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圏けい砂層

圏花齢

＼　　ム

　、
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　　　　　十　、《
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第6図一a

十

　十

灘灘，鵬
　　　　　　　　　　■　　　　唱

　　　　　　　　　第6図一b

　　講

灘鞭灘
　　　灘

　　　灘灘

中元寺鉱床

灘
織

鯉

ぼ同じ角度をもっているため，けい砂は山地斜面に広く

露出している．鉱床の厚さは，下層が約20mで，0．30－1

mくらいの頁岩を数枚挟むため，けい砂層としては，

10－15mである．上層は頁岩などの來みを除けば，けい

砂層の厚さは10mくらいである．中元寺鉱床を対象に，

山彦鉱山，牧草鉱山および東邦金属田川鉱業所がある．

　4。2添田鉱床
　添田町庄と川崎町上真崎にわたる標高100－130mの丘

陵地に分布している．

鉱床の東端から南部にかけ，凝灰質火山灰が古第三系

を不整合に覆って凹地を埋めるように分布している．

鉱床は走向N25－40。W，傾斜20。E前後を示し，　南北
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　中　元
　　　　寺
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添田鉱床

團けい礪

第7図

匙瀬けい貧囎

性および北東性の小断層が鉱床を切っている．主要な鉱

床は上下の2層であり，上層は厚さ約15m下層は10－15

mである．

上層と下層の間に1枚の炭層が挟在されているが，こ

れはr新五尺層」と考えられ，他のけい砂鉱床より上位

（基盤から160－170mくらい上部）に位置しているもの

で，鉱床は來炭層帯中の砂岩である．この砂岩は当地域

ではけい砂鉱床として発達し，とくに優白色であるが，

他の地区では普通の細粒砂岩として分布している．

　4。3安宅鉱床
　川崎町真崎と安宅問の道路北東側に長く分布している

真
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固花商岩　　一〇〇粗
　　　　　　第8図一a

安
宅

鉱床で，基盤は花闘岩である．

鉱床は走向N20－30。W，傾斜18－25。Eを示している．

基盤から30－40mの間には砂岩，頁岩の互層があり，こ

の上に15－20mのけい砂層がある．地表から10数mの間

は風化作用のため砂状を呈し，それ以下になると黄白色

の硬い砂岩となる．鉱床は山腹に向かって傾斜している

ため，露天掘には限度があると考えられる．この鉱床で

は筑豊珪石株式会社および東邦田川鉱業所が採掘を行な

っている．

　4磯川崎鉱床
　川崎町川崎中学校を中心に，南北に広がる台地に分布

している鉱床である．基盤は太田以北が古生層の片岩お

よびけい岩類で，以南は花南岩である．’

鍵麟灘灘　究欝翻醗騒

　　　　　　　第8図一b安宅鉱床
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福岡県の筑豊けい砂鉱床（原田種成。高井保明）

　鉱床は走向N　lO－45。W，傾斜15－200Eである．地表に

は段丘性砂礫層が広く分布し，鉱床の露出は悪い．けい

砂層の厚さは平均して10mくらいで，1－3mくらいのレ

ンズ状青灰色頁岩が，不規則に挟在されている．太田以

南では，段丘堆積層が厚くなり地表ではほとんど鉱床露

頭をみることができないが，台地前面の崖でけい砂層を

みることができる．

　段丘堆積層の礫は，大部分が安山岩類で，その径は最

大50cmくらいであるが一般には緯一繋Ocmのものが多

く，この砂礫層の厚さは5撒くらいである．

1縷太寺蹟
　　　翼ζ田　“竃

圏けい糖囹古蟻固花齢
　　　　　0　100200300π1
　　　　　一一

第9図

　4．5位登鉱床
　田川市位登町上位登に位置し，猪位金中学校と白岩池

を結ぶ線に分布している鉱床である．基盤は古生層でけ

い砂鉱床は走向N　S－N30。W，傾斜10－150Eを示してい

る．けい砂は全般的に粗粒な石英からなり・1－2cmの

けい質礫もかなり含まれている．鉱床の厚さは露頭で約

10mを観察できるが，周囲の地質から判断して全層厚は

25mくらいと推定される．

　けい砂は優白色で，地表から15－20mは風化作用によ

り砂状を呈している，

　現在筑豊珪石株式会社が位登鉱山として採掘を行なっ

ている．

　4．6上山田鉱床
　山田市上山田町の南部大隈谷を中心に，北西一南東方

向に分布している鉱床である．鉱床の大部分は，碓井町

に属している。

　基盤岩は花南岩で，基盤から鉱床までは約80mの厚さ

〃ぜ

圏肌・砂層

囹篶生層

　　位登鉱床

∈礁露》

悠糞つ
獲饗毒
　　　　　　灘，

0　　100　200　300Tn

第10図

があり，この間は含礫粗粒砂岩，頁岩の互層帯である．

　鉱床は走向N20－400W，傾斜15－300N　Eを示し2層か

らなっている．下層は厚さ約20mで主要鉱床である．上

層は約15mくらいで下層より品質はよくない．地形の斜

面と鉱床の傾斜がよく似ているため，山地斜面に広く鉱

床が露出している．鉱石は粗粒優白色であるが，粘土分

の混入が多く（25％以上），けい砂の歩留りが他の鉱床よ

り悪いと考えられる．とくに上層は，砂粒に変化が多

く，またレンズ状の粘土層を挟在している．

上山田鉱床

十

十
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十　十
　十　十

　十
　　十
　十
　　十

芋；覧、

へ

照5乃、

勢

、・。
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奪
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地質調査所月報（第25巻第7号）

5。鉱　　石

第11図一b上山田鉱床

　けい砂砂岩層については，上記6鉱床を区別するほど

の差異はないが，一般に花闘岩を基盤としている地域の

砂岩は堅く，古生層を基盤としている地域の砂岩は，け

い岩などの堅い礫を多く含んでいるようである．

ノ

けい砂の原鉱は一般に白色，灰白色および褐黄色を呈

し，石英粒70－85％からなり，他に長石類や雑石の破片

を混じている．

鉱床には風化作用を受けて非常に脆弱なものと，火薬

などを使用しなければ破砕できないような堅い鉱床とが

ある．

％

20

70

位

　　　そ川　　川　　中

山

山

ヤ
安

モ　　　　　　　￥冊冊一．．

山

川

安 一　　　一

位安

￥

・rl

メッシニし　ノ4　　20　　28　　35　　48

￥
一
辻
髄
位 遭登
　　　　山…上山田
　　　　川…川崎
　　　　￥…添田
　一下限値安・一一安宅

　　　　中r一・中元寿

65　　　80　　　／00　　－100

（原鉱フルイ介けによる）

第12図　筑豊けい砂の平均粒度分布
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福岡県の筑豊けい砂鉱床（原田種成・高井保明）
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鉱石の粒度は，原鉱で20－48メッシュのものが最も多

く，28メッシュにピークが出ている．砂粒の円磨度は低

く，亜角礫状のものが多く，石英粒の供給源と堆積地ま

での距離は，それほど遠くないものと推定される．

　原鉱を水洗いし，微細粒砂以下を一括して粘土として

X線回折を行なった結果を第13図に示した（試料は鉱床

の平均的なものである）・

　No・1は安宅鉱床のもので，No・2は中元寺鉱床のも

のである．両試料とも石英のピークを除けば7．18A，

4．48A，3．24Aなどカオリン鉱物が認められ，他にセリ

サイトなどのヒ。一クも認められる．これらのことから，

けい砂にともなう粘土は，カオリナイトが主体であるこ

とが考えられる．

6・けい砂の品位

　けい砂の化学分析はSiO2，A1203およびFe203につ

いて行なった・分析用試料は上記6鉱床別にそれぞれ3

個ないし5個を取り，この全量を混じ四分法にて分け

た．この分析用試料の分析結果をその鉱床の平均的品位

とした．また試料は原鉱水洗いしたものである．

　S量02について・

　35メッシュ以上の粒度のものは，安宅，中元寺鉱床を

のぞきいずれもSiO2go％以上を示す．川崎鉱床の14メ

ッシュのものは98％で最高値を示している．35－65メッ

シュの間はSio2が80％台で，それ以下100メッシュの

間ではSio2が70％台となり，川崎・位登鉱床のSio2

第1表鉱量計算表
※比重は2．0とした

　　⑨
けい砂推
定可採鉱
量　　万t

80％台をのぞくと，ほかは細粒ほどSiO2の含有量は減

じる．

A馬03について

　48メッシュ以上は安宅鉱床をのぞきAI203が10％以

下である．14メッシュで平均1・94％，48メッシュで平均

9，38％，100メッシュで平均16．59％を示し，細粒のもの

ほどAl203の含有量綜増加する．

　Fe203について

　川崎鉱床の一100メッシュのものの0。24％をのぞけば，

各鉱床とも0．20％以下で，14メッシュのものについてい

えば中元寺鉱床の0・09％を最低に，安宅鉱床の0・13％が

もっとも高い．

　以上化学分析結果について記したが，Al203はけい砂

が細粒になるほど急激に増加するが，Fe203はそれほど

増加しない．A1203が増加するのは，一細粒になりやす

い長石類の混入が多くなるためと考えられる．

7。鉱　　量

鉱量算出にあたり，原鉱比重を2・0とした．また鉱床

の分布と立地条件を考慮して，現時点で採掘可能と思わ

れ・る範囲を限定して算出した．したがって通常の鉱量よ

り少なく表現されている．

　調査地全域のけい砂推定可採粗鉱量は392万トンと算

定される．

鉱床区名

中元寺鉱床

　中元寺

　枡　田

添田鉱床

安宅鉱床

川崎鉱床

　　囚
可採率％

50

50

60

70

　　（B）
推定可採
鉱量
　　万t

64

30

36

90

5・1 36

　　（C）
粘土類
混合率％

15

20

15

20

15

54

24

78

30

72

30

　　　　　6・t7・　　　　　　　　　　　　　　　　　　56　　　　　　　　　　　　　20位登鉱床

崖岬型．二11吐』凱．2駐．一塑．

　　　l　l49引　　　　　　　　　　　　　　　　　392
A…鉱床の分布．立地条件から採掘可能と考えられる％

B…（珪砂＋粘土＋雑石の鉱量）推定鉱量に可採率をかけたもの

C…粘土＋雑石などの混入％
D…（B）から粘土類（C）を差引いたもの

む　す　ぴ

　筑豊けい砂は，筑豊炭田を構成する古第三紀大焼層の

砂岩層に胚胎しているもので，地層そのものは，広い地

域に分布している．しかし層中の石英粒（けい砂）の混

入状態，粒度の変化が地域によりかなり差がある．した

がって同一層準の中でも，けい砂鉱床として採掘される

場所は，ある程度限定されてくる．

　鉱量は可採立地条件が良くなれば，算出鉱量より増加

の望みがある．

　筑豊けい砂の開発は，産炭地の振興のためには，重要

な意義をもつものと思われる。
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